
中学二年生・三年生の皆さんへ 

 

飯島町まちづくりアンケート調査のお願い 

 

皆さんは「少子
しょうし

高齢化
こ う れ い か

」という言葉を聞いたことがありますか？ 

少子高齢化は、皆さんの将来や飯島町を含む社会全体にどのような

影響を与えるのでしょうか？ 

 

日本の人口は、５０年後の２０７０年には現在の約７割に減少して、

６５歳以上の高齢者人口はおよそ４割になると予測されています。 

また、飯島町の人口は全国より早く、２０年後の２０４５年に現在

の約７割に減少して、６５歳以上の高齢者人口は５割近くを占めると

予測されています。 

 

飯島町では、この少子高齢化の時代に対応していくため、まちをコ

ンパクトにまとめて、効率よく住み続けられるようにする計画づくり

を進めています。 

皆さんの考えや意見を参考にして計画を作りたいので、アンケート

へのご協力をお願いします。 

令和６年５月 

飯島町長 唐澤 隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/2qeJZVYqhQdbJxaQ9 

このＱＲコードを読み取って、アンケートに答えてください。  

 



～立地
りっち

適正化
てきせいか

計画
けいかく

ってなに？～ 
 

＜飯島町の人口問題について＞ 
 

私たちの住んでいる飯島町の人口は、1995年までは増えていましたが、その後は減り続けています。 

将来も人口は減り続け、さらに 65歳以上の高齢者の割合は高く多くなることが予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
人口が減ってしてしまうと、もともと人が住んでいた場所に

すき間ができてしまい、まちがスカスカになってしまいます。

これを「まちのスポンジ化」といいます。 

また、病院やスーパーマーケットなどの生活サービス施設、

電車やバスなどの公共交通機関は、多くの人々に利用してもら

うことで経営が成り立っています。 

 

現状のまま人口が減って、まちのスポンジ化が進むと、利用

してくれる人が減って経営が成り立たなくなり、今は当たり前

にあるものが、将来には地域からなくなってしまう可能性があ

ります。 

また、公共施設や公共サービスを現状のまま維持していくと

なると、減った人口で支えていくことになり、私たちの生活に

支障をきたす可能性もあります。 

 

もしそうなってしまうと、飯島町が「住みにくいまち」に

なってしまいます。 
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飯島町の将来人口 

2020年の人口   ：約 9,000人 

2045年の推計人口 ：約 6,300人 
 

子どもや働く人が少なくなり、2045年には 

働く大人 0.92人 で 高齢者１人 を支える 

ことになります。 

このままだと住みにくい 

まちになってしまう！！ 



 

 

 

＜これからも住みやすい飯島町をつくるための計画＞ 
 

 

 

 

 

 

どうしてまちをコンパクトにすると住みやすくなるの？   
 

人々の住まいを安全で暮らしやすく、生活サービス施設などが利用

しやすい場所に集めると、人々が安定して利用してくれることから、

これら生活に必要な施設がなくならずに済むという考えです。 

 

飯島町のまちの広さはそれほど大きくはありませんので、すでに

コンパクトなまちができ上がっているように見えます。 

しかし、今まで田や畑になっていた土地に新しい家が建てられたり、

今までお店だった建物が空き店舗になっている場所を見たことはあり

ませんか？ 

つまり、実際にはまちの広がりを見せつつも中身は空洞化して、

密度が低下しているのです。この現象は、買い物や通院などが不便に

なったり、行政サービスの効率が悪くなったり、地域コミュニティの

存続が危ぶまれるなど、安心して生活できなくなる可能性がありま

す。 

 

今は自動車で移動する人がほとんどです。しかし、高齢化がさらに

進むと、車の運転が難しくなり、生活が不便になる人が増えていくこ

とが心配されます。そのため、生活に必要な施設を集め、バスや電車

などの公共交通機関を充実させていくことが必要になります。 

 

 

＜利便性の高い公共交通で結ばれたコンパクトなまちづくり＞ 

 

まち全体をみて、医療・福祉・商

業・行政などの生活に必要な施設と

住宅を、ゆるやかに時間をかけて、

徒歩や公共交通機関で行き来しやす

い場所に誘導していきます。また、

災害の発生のおそれのある区域には

住まないように誘導していきます。 

地域がつながり、住み続けられる

飯島町をつくっていきます。 

 

 

 

 

立地適正化計画とは簡単に言うと、人口が少なくなった分、 

まちをコンパクトにして（小さくまとめる）、 

効率よく住み続けられるようにするための計画です。 


